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公益社団法人加古川市シルバー人材センター 

平 成 2 9 年 度  事 業 計 画 

1. 基本方針 

 (1) シルバー人材センター事業を取り巻く環境の変化 

世界の経済状況は緩やかな拡大が続くと見込まれるものの、英国の欧州連合（ＥＵ）

離脱の決定や米国のトランプ政権の発足等大きな変化に直面し、中国経済の成長鈍化

基調が続く等により、今後の見通しは不透明となっています。 

国内経済は雇用・所得環境の改善が続く中、働き方改革の対応や個人消費で弱さが

みられ、地域経済や一般国民が景気回復を実感できる状況までには至っていません。 

世界に先駆けて超高齢社会を迎え、人口はすでに減少過程に入った我が国において、

経済活動の維持と社会保障制度の維持を両立させるため、高年齢者が生き生きと働き、

暮らせる生涯現役社会の実現や女性が活躍できる社会の構築のためには、高年齢者が

現役世代を支援するための「社会の一担い手」としての就労や活動が期待されていま

す。 

 このような状況の中、シルバー人材センターに対する国の補助制度は、ここ数年見

直しが繰り返され、ようやく平成 29 年度は落ち着きました。 

当センターの事業収入は一部景気の持ち直しにより民間事業所からの受注が回復の

過程にあり、３年連続で事業実績が前年度を上回る結果となりました。 

一方、会員の登録はここ数年停滞した状況にあり、会員増への取り組みが急務とな

っています。地域の高齢者の皆様に当センターの魅力を発信し、様々な取り組みや工

夫により、会員増の目標達成に努めることとします。 

    

 (2) シルバー人材センター事業の目的 

   事業の目的は、「高年齢者の希望に応じた臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽

易な業務に係る就業の機会を確保し、及びこれらの者に対して組織的に提供する等、

就業を援助して、生きがいの充実、社会参加の促進を図ることにより、高年齢者の能

力を生かした活力ある地域づくりに寄与する。」ことにあり、そのために会員自らの事

業への参画のもと重点的な取組み事項をはじめとした多種多様な事業を展開するこ

ととします。 

 

 (3) 重点的な取り組み事項 

センターを取り巻く状況は依然として厳しい状況にあります。会員と役職員が一体

となって事業の推進に努めるとともに、既存の事業に加えて、以下の事業への重点的

な取組みを推進することにより、センターの社会的役割と責任を果たすこととします。 
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① 新たな就業機会の創出・拡大、就業機会の開拓・確保と 

会員増の推進及び会員サービスの向上 

地域就業機会創出・拡大事業、高齢者活用・現役世代雇用サポート事業等を活

用して、会員の創意と工夫のもとに子育て支援、高年齢者に対する見守り事業、

農業支援事業及び地域の企業の人手不足の解消を支援することにより、地域社

会・経済の維持・発展等につながる新たな就業機会の創出、拡大に努めます。 

センターＰＲ用チラシを加古川市内一般家庭に全戸配布し、センターの魅力を

発信することにより就業機会の開拓・確保と新規入会の促進に努めるとともに、

本年度から実施する「会員紹介の報奨制度」や「夫婦会員等の優遇制度」を活用

して、会員増の取り組みを推進します。 

また、会員就業情報・講習会情報や会員お得情報等の発信と健康相談事業の充

実により会員へのサービス向上を図ることにより会員の定着率を高める取り組

みを推進します。 

 

② 公益社団法人としての社会的役割、責任と法令順守 

シルバー人材センターの社会的役割、責任を認識して、事業運営に関しては、

より適切な運営が求められています。会員自らの事業参画のもと役職員が一体

となって適切な事業運営を推進します。 

安全就業においては、会員は自らの日常生活や就業で「健康と安全＝自己管

理」という意識を持つこと、法令順守の観点から平成 28 年９月に厚生労働省が

「シルバー人材センターの適正就業ガイドライン」において示した、センターに

おける働き方（請負・委任、シルバー派遣事業、有料職業紹介事業）と就業日数・

時間（月 10 日若しくは週 20 時間以内）について、会員自身が正しく理解する

ことと、お客様のご理解・ご協力を求めることにより安全で適正な就業の徹底を

図ります。 

 

③ 第３次中・長期計画の推進 

平成 28 年３月に策定した第３次 中・長期計画を着実に推進するため年度毎の

検証結果を事業計画に反映することにより、地域の多様なニーズと会員の就業ニ

ーズに的確に対応します。 

 

2. 事業内容 

 (1) 高年齢者の就業に関する情報の収集及び提供 

加古川市、加古川公共職業安定所をはじめとする関係機関等や民間企業、民間団体

及び一般のご家庭等から高年齢者の就業に関する情報を収集して、電話、就業情報広

報紙、センター掲示板への掲示、電子メールやＨＰ（お仕事情報）を通じて、会員に

組織的に就業情報を提供して事業の拡大に努めます。 
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また、他市町のセンターとの連携や公益社団法人全国シルバー人材センター事業協

会（以下「全シ協」という。）、公益社団法人兵庫県シルバー人材センター協会（以下

「兵シ協」という。）等への参画により、高年齢者の就業に関する情報を収集し、会員

に組織的に就業情報を提供して、事業の質的向上と量的拡大に努めます。 

 

 (2) 高年齢者の就業に関する調査及び研究 

全シ協・兵シ協等が実施する各種研修会・講習会等に役職員及び会員が積極的に参

加し、高年齢者の就業に関する具体的な問題点を調査・研究し、その情報を会員や発

注者に提供して、事業の適切な運営と発展に努めます。 

 

 (3) 高年齢者に対する就業相談の実施 

仕事と就業希望会員のミスマッチを解消するために次の就業相談を実施します。 

① 入会手続日（入会受付時）の就業相談の実施 

② 随時来訪する会員に対する就業相談の実施 

③ 未就業会員等を対象とした就業相談及び就業情報の提供等 

・ 未就業会員に対し郵便等により、直接、優先的に就業情報を提供します。 

・ 未就業会員が希望する職種を重点的に開拓します。 

・ 受注の多い仕事等への希望職種の転換を勧めます。 

・ ボランティア活動や趣味・特技を活かせる活動への参加を促します。 

・ 未就業会員等に案内して「就業相談会」を開催します。 

 

 (4) 高年齢者に対する就業の機会の確保及び提供 

   ① 受託事業 

センターは、地域社会に密着した仕事を加古川市等の公共・公的団体や民間の

事業所・団体及び一般のご家庭等から請負又は委任契約により有償で引き受け、

これを（再）請負又は（再）委任の形式により、会員に組織的に提供する。会員

は、責任をもってその仕事を完成又は遂行し、その対価として仕事の内容と就業

の実績に応じて配分金を受け取るという仕組みになっています。 

センターでは、高年齢者に相応しい仕事をパンフレット・チラシや広報紙の配

布及びＨＰ等を通じて積極的に開拓、確保して、その就業情報を会員に組織的に

提供します。 

センターＰＲ用チラシを加古川市及び加古川市町内会連合会のご協力のもと

「広報かこがわ」配布にあわせて全戸配布し、高年齢者の就業の場の確保に努め

ます。 

ＨＰでは、会員の資格取得情報や仕事の料金表を掲載し、お客様からの発注を

促進します。あわせて、お仕事情報を掲載し、定期的に更新して会員に就業情報

を提供します。 
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② 自主事業と地域就業機会創出・拡大事業 

自主事業は、会員が独自の創意と工夫によって企画し、自ら実施する事業で受

託事業とはその趣をやや異としますが、会員の就業機会の拡大・確保するという

概念では全く同じであり、高年齢者に相応しい仕事で、かつ地域社会に貢献し、

生きがいの充実や喜びにつながるように努めるとともに、会員の就業機会を創出、

確保して会員に組織的にその情報を提供します。 

介護関連事業では、地域の高齢者の介護予防事業として実施している「すまい

る・すまいる教室」の参加者の拡大を目指します。 

あわせて平成 29 年度から加古川市が開始する介護予防・日常生活支援総合事

業に関する事業へ参入します。 

今後も、地域就業機会創出・拡大事業等を有効に活用して、会員の新たな就業

機会の創出と確保に努めます。 

また、会員の福利厚生事業として実施している各種クラブ・同好会活動やいき

いき生涯学習事業で開催している各種教室との連携により、自主事業の実施に努

めて、新たな就業機会の創出と確保に努めます。 

 

（自主事業） 

緑のリサイクル、まごころ（家事援助）サービス、シルバー便利屋さん、パソ

コン応援隊、手芸、刃研ぎ、洋服のリフォーム、貸農園、たんぽぽ保育園の運

営、着物着付け出張サービス、東加古川公民館及び加古川西公民館の喫茶コー

ナーの運営、すまいる・すまいる教室、介護予防・日常生活支援総合事業、ひ

とり親家庭日常生活支援事業 

 

（地域就業創出・拡大事業） 

平成 28 年度～平成 30 年度 

基礎学習支援事業（おさらい教室） 

６次産業化の推進と耕作放棄地再生事業 

平成 29 年度～平成 31 年度 

見守り親孝行代行サービス 

 

③ シルバー派遣事業の実施 

兵シ協が実施する一般労働者派遣事業（シルバー派遣事業）の実施事務所とし

て、高年齢者の就業に適した臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務に係る雇

用を希望する高年齢者にシルバー派遣事業を実施します。 

「高齢者活用・現役世代雇用サポート事業」を活用して、地域の高齢者の就業

機会を拡大するという本来業務を達成するため、シルバー派遣事業を積極的に推

進して、地域の現役世代の雇用を支援するとともに会員の就業機会の拡大と会員

の拡大及び高年齢者の多様なニーズに対応します。 
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④ 有料職業紹介事業の実施 

兵シ協が実施する有料職業紹介事業の実施事務所として、高年齢者の就業に適

した臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務に係る雇用を希望する高年齢者に

職業紹介事業を実施します。 

 

(5) 高年齢者等に対する講習会等の開催 

会員や地域の高年齢者の就業に必要な知識や技能の習得を目的としたセンター主催

の講習会等を企画・開催します。 

また、各種講習会においてステップアップ講習等を計画的に実施し、正会員のスキ

ルアップに努めます。 

 

（定期で行う予定の講習会等） 

接遇講習会（平成 29 年度より外部講師） 

（不定期で行う予定の講習会等） 

救急救命講習会等の安全教育及び安全就業に関する講習会、機械除草講習会、

植木剪定講習会、家事援助に関する講習会等技能習得のための講習会、その他会

員の要望の多い講習会等 

また、兵シ協と連携して高齢者活躍人材育成事業等に係る講習会を企画、実施

します。 

 

(6) 普及啓発活動の推進 

シルバー人材センター事業の趣旨やシステムについて、お客様の正しい理解と一般

市民へＰＲを行うため、「シルバー人材センターの適正就業ガイドライン」、パンフレ

ット・チラシや広報紙の配布及びＨＰ等広報活動を通じて、事業の普及啓発活動を推

進します。 

ＨＰでは、会員の日頃の活動状況を積極的に掲載するとともに 10 月を普及啓発促

進月間と設定して、全シ協・兵シ協との連携のもと「シルバーの日」を中心にボラン

ティア活動やフェスティバルに積極的に参画する。 

加古川においても一般市民参加型の「シルバーふれあいフェスティバル 2017」を開

催して、シルバー事業の社会的意義を広める普及啓発活動を積極的に展開します。 

また、昨年４月から運営する東加古川公民館及び加古川西公民館の喫茶コーナーに

おいてシルバー事業のＰＲに努めます。 

会員に対し広報委員会を中心に会報「還流」（７月、１月発行）発行、配布し、事務

局から「加古川市シルバーだより」（５月、11 月発行）、「シルバーニュース」（９月、

３月発行）を発行・配布し、シルバー事業に関する情報や就業情報を提供します。 

一般市民に対してシルバー人材センター事業に関する情報や会員の活動状況を提供

するため、各種広報紙やパンフレット・チラシ等を公民館等の公共施設に設置するこ

とにより、この事業の普及啓発に努めます。 
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(7) 安全・適正就業の徹底 

安全・適正就業は、この事業にとって最優先の課題であり、常に研究、検討して、

可能な限り速やかに実行に移すことが求められています。 

これらを実行するためには、会員は常に事故や病気から自分を守るために「安全と

健康＝自己管理」という意識を持つことが最も大切です。 

また、平成 28 年９月に厚生労働省が示した「シルバー人材センターの適正就業ガイ

ドライン」を活用して、センターでの働き方について会員の正しい理解と発注者のご

理解、ご協力を求めて安全・適正就業の徹底を図ります。 

そのため安全就業推進委員会を中心に次に掲げることを実施します。 

① 安全・適正就業教育の実施（入会説明会・各種技能講習会） 

② 安全就業基準（安全就業のチェックポイント）の周知・徹底 

③ 安全・適正就業に関する情報の収集及び提供(事故防止対策) 

④ 安全パトロールの強化 

⑤ 事故を起こした会員へのフォローアップの強化 

⑥ 兵シ協と連携して「事故０運動」への積極的な取り組み 

⑦ 「公平な就業機会に関する基準」及び「正会員の安全・適正就業に係る就業制

限に関する基準」の周知と徹底 

⑧ シルバー人材センターの適正就業ガイドラインの周知の徹底 

   

(8) 組織の充実 

この事業は、高年齢者の相互協力を基本にした地域の高年齢者による自主組織であ

り、組織の運営、仕事の開拓、受注等の事業運営は出来る限り会員が自らの創意と工

夫により実施に当たることが望まれます。 

センターでは、様々な知識や経験を持った会員の活用を推進するため、次の項目を

実施します。 

 

① 部会・委員会組織の活用 

部会・委員会設置規程及び委員会運営要領により、会員と役職員が連携して時

代の変化やニーズに柔軟に対応できる組織づくりに努めます。 

 

② 女性会員の入会促進 

女性会員拡大委員会を中心に、センター広報紙やパンフレット・チラシ及びＨ

Ｐ等を活用して、育児支援や高年齢者等に対する家事援助サービス事業等女性の

活躍の場を増やすことにより、女性会員の入会を促進します。 

新たな取り組みとして一般市民も参加できる「傾聴講座」を計画し、女性会員

の入会促進に努めます。 

女性部「よっといで加古川」の活動を支援して、女性会員のスキルアップや親

睦を深める事業を開催し女性会員の入会促進と定着率のアップを推進します。 
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③ 地域班活動の充実 

総務・地域活動委員会を中心に地域班設置要綱により、地区委員連絡会議や地

区・地域別の親睦会を開催して地域班活動の活性化を図り、会員自らの組織運営

を推進します。 

 

④ 職域班活動の充実 

業務・就業開拓委員会を中心に職域班設置要領により、業務世話人会等を開催

して職群班活動の活性化を図り、会員自らの組織運営を推進します。 

 

⑤ 事務処理の集中化・適正化の推進 

兵シ協を中心に推進している、拠点センターの事務処理の集中化に積極的に参

加して、業務の事務処理の効率化と経理事務の効率化・適正化を推進します。 

 

また、公益社団法人としての社会的役割と責任を認識し、法令順守の観点から、法

人組織として適切な事業運営を行うこととします。 

 

(9) 福利厚生事業の充実と活用 

福利厚生委員会を中心に会員の福利厚生に関する取組みを行う。 

会員親睦バス旅行、レクリエーション大会等の親睦事業、慶弔見舞金等の給付、ク

ラブ・同好会活動への積極的な助成・支援事業により、地域の高年齢者の「居場所」

「活動場所」「活躍場所」等の提供と正会員の親睦及び相互扶助並びにセンターの発展

に努めます。 

昨年、４月から運営している東加古川公民館及び加古川西公民館の喫茶コーナーを

会員や地域の高齢者が気軽に立ち寄れる居場所と位置付けて運営に取り組みます。 

また、ＨＰにて会員お得情報を発信し、会員に対する福利厚生の推進に取り組みま

す。 

 

(10) ISO9001 認証の維持及び継続的改善 

平成 29 年４月 21 日に再々認証を取得する予定の ISO9001：2008 により、継続的に

維持、改善して、提供サービス（作業）の標準化と顧客満足度の維持及び継続的な改

善を図ります。 

また、規格の改訂（ＩＳＯ9001：2008 からＩＳＯ9001：2015）に伴う品質マニュア

ルの改訂については平成 29 年９月を目途に実施し、平成 30 年２月予定の維持審査に

あわせて新規格による認証を受けることとします。 

 

(11) 法人としての一般事業 

ア 総会、理事会の開催（予定） 

① 定時総会  平成 29 年５月 
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② 理 事 会  平成 29 年５月、７月、９月、11 月、１月、３月） 

③ 監事監査  平成 29 年５月、平成 29 年 11 年（中間監査） 

 

イ その他の会議の開催 

会  議  名 開催予定回数 開催時期（予定） 

入会説明会 １２回 毎月第２水曜日 

入会手続日（就業相談） １２回 毎月第３水曜日 

事業部会・各委員会 随 時 年４～５回程度 

総務部会・各委員会 随 時 年４～５回程度 

地区委員連絡会議 ６ 回 ５・６・８・10・12・３月 

地区世話人会 ６ 回 ５・６・８・10・12・３月 

業務世話人会 ３ 回 ５・１・３月 

事務局会議（品質目標会議） １２回 毎月 

 


